
S S q lT Mは、Windows NTRベースのシステムを処理す

る産業用トランザクションで、制御システムと企

業のデータベースシステム間の双方向リンクを提供し

ます。R S S q lは、ロックウェル・ソフトウェアの製造

メーカー用の拡張可能なアプリケーションである

R S B i z W a r eT Mファミリーを構成する新しいモジュールの

1つです。 R S S q lは、制御システム側の R S L i n x T M、

R S V i e w 3 2T MまたはA d v a n c e D D ET MまたはO P Cサーバに接続

できます。メーカー側では、R S S q lは、O L E - D Bを介して

Microsoft SQL Server 7.0に、Oracle Callable Interface(OCI)を

介してO r a c l eに、またはO D B Cに準拠するデータベース

に接続できます。

産業用トランザクション

企業システムでは、複数のシステムをリンクして1つのシス

テムとして動作させるために、トランザクションを日常的に使

用しています。複数のシステムが共に動作するために必須の要

素は信頼性です。トランザクションシステムでは、複数の動作

を調整して、トランザクション全体の信頼性を保持します。産

業用トランザクションもこれと同様です。ただし、複数のデー

タベースをリンクするのではなく、制御システムをデータベー

スシステムにリンクします。広い範囲で強力なリンクを確立し

て、企業システムが必要とする高度な統合性を提供します。

RSSqlのアーキテクチャ

RSSqlの主な特長は、拡張性の高いアーキテクチャにあります。

これによって、 1台のコンピュータ上でも、ネットワークを介

した分散環境でも、R S S q lベースのシステムを同じ方法で構築で

きます。R S S q lは高度なトランザクションテクノロジに基づいて

設計されているため、分散環境であってもシステムの信頼性が

保持されます。

R S S q lアーキテクチャは、グラフィカル・ユーザ・インター

フェイス(G U I)および3つのN Tサービス(トランザクションマネー

ジャ、コントロールコネクタ、およびエンタープライズコネク

タ)の 4つの主なコンポーネントから構成されています。グラ

フィカル・ユーザ・インターフェイスによって、R S S q lシステム

を簡単に構成して動作できます。N Tサービスは、実際の処理を

行なうバックグラウンドプロセスです。

・トランザクションマネージャは、トランザクションを実行し

てデータの収集、処理、および格納を制御します。

・コントロールコネクタは、プロセス制御システムとのインター

フェイスです。 R S S q lには、R S L i n x、R S V i e w 3 2、OPC Servers、

A d v a n c e D D E、およびD D Eサーバ用のコントロールコネクタが

装備されています。R S L i n xおよびR S V i e w 3 2コネクタは、R S S q l

に統合され、高度な相互運用性を提供します。
RSSqlを使用する産業用トラザクションの例を示します。

RSSqlのアーキテクチャによって、拡張性が高くなり、接続性も向上します。

産業用制御
システム

制
御
シ
ス
テ
ム
と
の

接
続
サ
ー
ビ
ス

トランザクション

DDEサーバ

ODBC
データベース

SQLサーバ7.0

企
業
シ
ス
テ
ム
と
の

接
続
サ
ー
ビ
ス

アプリケーションのニーズにあ
わせ、単一ホストまたは分散ホ
スト上でR S S q lを使用。

企業システム

RSSqlTM

テクニカルデータ

R

SQLサーバ、

Oracle､

Sybaseなど

制御システムのビットが
トランザクションを指示

制御システムのデータを
データベースへ挿入

データベースに対しクエ
リーを実行し、制御シス
テムに結果を書き込み

制御システムでビットを
設定し、トランザクショ
ンの終了を通知

427-0430-RSSq1  01.6.19 10:28  ページ 2



・エンタープライズコネクタは、リレーショナルデータベース管

理システムとのインターフェイスです。R S S q lには、SQL Server、

A c c e s s、S y b a s e、I n f o r m i xなどのO D B C準拠のデータベース用のエ

ンタープライズコネクタが装備さています。また､R S S q lには､

O L E - D BによるネイティブSQL Server 7.0接続用や､O r a c l eのO C Iイン

ターフェイスからのネイティブO r a c l eデータベース接続用のエ

ンタープライズコネクタも装備されています。

R S S q lサービスは、T C P / I Pソケットを使用して相互接続してい

ます。これによって、ネットワーク上で複数のコンピュータを

介して分散されているときでも、コンポーネントを1つのシステ

ムとして動作することができます。トランザクションマネージ

ャは、システムの頭脳であり、コネクタとのリンクを制御しま

す。1つのトランザクションマネージャが複数のエンタープラ

イズコネクタおよびコントロールコネクタをサポートできるた

め、大規模システムに不可欠な拡張性が実現します。 1つの

RSSql GUIが複数のトランザクションマネージャを構成および制

御することによって、大規模システムをより強力にサポートで

きます。また、大規模なR S B i z W a r eのパートの実装時には、R S S q l

の一部は、RSBizWare Enterprise Managerからも管理できます。

コントロールコネクタ

コントロールコネクタは N Tサービスで、R S S q lを制御システ

ムにリンクします。各コントロールコネクタに独自のユーザ

インターフェイスがあり、適切な制御データポイントをできる

だけ簡単に選択できるように設計されています。

RSView32コネクタ

R S V i e w 3 2コネクタは、 R S V i e w 3 2オブジェク

トインターフェイス(R O I)を使用することによ

って、あらゆるプロジェクトへの最適なリン

クを提供します。この高度な統合によって、 R S V i e w 3 2への直接

オンライン接続や、トランザクションで使用するタグ値を選択

することができます。R S V i e w 3 2のデータをR S S q lで入力しなおす

必要はありません。R S S q lを起動するたびにR S V i e w 3 2との動的な

リンクが更新され、アプリケーションの変更内容が構成データ

に反映されます。

RSLinx OPCコネクタ

R S L i n xコネクタは、O P Cを介してロックウ

ェル・オートメーションのあらゆる制御シス

テムへの最適なリンクを提供します。このコ

ネクタは、最新のR S W h oナビゲーション制御により、非常に簡

単な操作方法を提供しています。 R S W h oのE x p l o r e rインター

フェイスでデバイスを検索して、 A - Bのコントローラとのコネ

クションを簡単に確立できます。ターゲットデバイスを選択す

ると、デバイスとのリンクと、デバイスのタグデータベースを

含むシンボルファイルとのリンクが確立されます。これによっ

て、 1文字も入力することなく、指定された制御ポイントを

選択できます。

DDEおよびOPCコネクション

汎用のコントロールコネクタは、D D E、

A d v a n c e D D E、またはO P Cサーバに接続できます。R S S q lでこの機能

を使用すると、M o d i c o n、S i e m e n s、およびB a i l e yなどのほとんどの

制御システムに接続することができます。これらのコネクタに

よって、カンマで区切られた変数(C S V)ファイルまたはタブで区

切られた変数(T S V)ファイルを使用して、タグ情報をインポート

できます。

コントロール・コネクタ・オプション

各コントロールコネクタによって､ R S S q lトランザクションで

データポイントをどのように使用するかを定義できます。R S S q l

には、スケジュールポイントまたは非スケジュールポイントが

あります。スケジュールポイントの場合は、必要なときにトラ

ンザクションマネージャがコントロールコネクタにデータを要

求します。非スケジュールポイントの場合は､データが変更され

るたびにコントロールコネクタがトランザクションマネージャ

にデータを渡すため、ポイントがトリガまたはデータ値として

使用されます。

コントロールコネクタはデータサーバに接続する必要がある

ため、プロセス間の相互動作がシステムにも影響を与えます。

R S L i n xまたは汎用のO P C / A d v a n c e D D Eサーバとのリンクは、パーマ

ネントリンク(ホットリンク)または必要なデータを取得する間だ

け確立するリンク(コ－ルドリンク)のいずれかにできます。

R S S q lのR S L i n xデータポイント画面の内部では、必要なマシンを検索するため

に制御ネットワークからブラウズします。
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R S S q lは、アクセス制御だけでなくコントロールコネクタに関

する2つの構成パラメータを提供します。 1つはタイムアウトパ

ラメータで、データポイントが使用できない場合の動作を定義

します。また、 O P C“q u a l i t y”は、検査または格納できるO P Cコ

ネクション接続の属性です。もう1つのパラメータは、データ値

の更新頻度を定義します。これによって、R S S q lは、キャッシュ

された情報を使用して、1つのデータで複数のトランザクション

をサポートできます。

ブロックデータの最適化

隣接するデータのブロックを送信するための制御システムの

機能を最適化するには、R S S q lでは、制御レジスタのブロックを

1つのデータポイントとして定義できます。例えば、2 0のA S C I Iレ

ジスタのセットを読み取り、4 0文字の1つの文字列としてデータ

ベースに渡すことができます。この機能とP a r s e( )関数を組み合わ

せて、(a)異なるデータタイプを持つ複数のコンポーネントを1つ

のブロックとして送り、データベースに格納する前にコンポー

ネント単位に分割したり、(b)データを引数としてストアドプロ

シージャに渡すことができます。

エンタープライズコネクタ

エンタープライズコネクタはN Tサービスで、トランザクショ

ンマネージャとデータベース間をリンクします。各トランザク

ションで、キャッシュされたトランザクションファイルを使用

するかバイパスするか選択できます。

トランザクションマネージャは、キャッシュされたトランザ

クションファイルを使用して、ディスクベースのキャッシュシ

ステムに複数のトランザクションを書き込み、エンタープライ

ズコネクタをより効率的に使用することができます。配列書き

込みによって、高密度のデータ書き込みがアーカイブされます。

このアプローチは、一方向のトランザクションに最適です。

ストアドプロシージャから結果が返される双方向のトランザ

クションでは、キャッシュされたトランザクションファイルを

バイパスして、データベース処理をリアルタイムで実行しなけ

ればなりません。双方向のトランザクションの同期性をサポー

トするには、リアルタイムリンクが必要です。

OLE-DBコネクタ

RSSql OLE-DBコネクタは、Mi c r o s o f t

SQL Server 7.0とのネイティブインターフェイスをサポートして

います。

ODBCコネクタ

RSSql ODBCコネクタは、O D B C(2 . 0以降)に準拠するドライバを提

供するデータベースにリンクします。多くの場合、データベー

スベンダーは、N T上で、またはネットワークを介してU N I Xおよ

びA S - 4 0 0などのプラットフォ－ム上で、データベースに直接接続

するO D B Cドライバを提供しています。

Oracle OCIコネクタ

RSSql OCI(Oracle Call Interface)コネクタは、O r a c l e

ネイティブインターフェイスを使用して O r a c l e

データベースにリンクします。 O C Iコネクタは、

ローカルまたはリモートデータベースとのコネ

クションを提供します。O C Iコネクタを使用する

と、R S S q lはU N I Xなどのさまざまなオペレーティングシステム上

のO r a c l e データベースに接続できます。

トランザクション

トランザクションの構築

R S S q lでは、制御システムのデータポイントをデータベース

テーブルのカラムまたはストアドプロシージャの引数に関連付け

ることによって、産業用トランザクションが構成されます。1つの

画面で制御データポイントをドラッグして、該当するカラムま

たは引数の上にドロップするだけで構成できます。制御システ

ムとデータベースの関連付けが完了すると、トランザクション

にトリガが割り付けられ、トランザクション構成が完了します。

双方向のトランザクション

R S S q lは、双方向のトランザクションを 2つの方法でサポート

しています。データベースのテーブルへのシンプルな挿入また

は更新ベースのリンクでは、制御システムに処理結果を返して、

R S S q lのトランザクション定義画面で、制御ポイントとデータベースオブジ

ェクトのリンクを定義します。
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データがデータベースに正しく渡されたことを知らせることが

できます。

また、ストアドプロシージャに基づいて、双方向のトランザ

クションを構築することもできます。ストアドプロシージャに

接続されたトランザクションを実行すると、制御システムから

入力引数に関連付けられた制御データポイントが検索されスト

アドプロシージャに渡されます。ストアドプロシージャが完了

すると、結果の値が制御データポイントに書き込まれます。

制御システムへの書き込みが完了すると、オプションのトラン

ザクション結果を制御システムに書き込み、トランザクション

全体が完了したことが確認できます。

トリガ

R S S q lには、タイム・ベース・イベント、制御データイベント、

および外部アプリケーションイベントの3つのトランザクション

のトリガ方法があります。タイム・ベース・イベントは、ユー

ザ定義のタイムベースのイベントに基づいてトランザクション

をトリガできます。 R S S q lでは、「シフトの開始時間」または

「シフトの終了時間」などのタイム・ベース・イベントを定義で

きます。これらのイベントを使用して、R S S q lは、トランザクシ

ョンを「シフトの開始時間」と「シフトの終了時間」の間で一

定間隔で実行するように構成できます。タイム・ベース・イベ

ントでは、分単位から年単位までのあらゆる時間間隔で定義で

きます。

制御システムでは、制御データイベントに基づいてトランザ

クション実行を制御することもできます。R S S q lには、制御ポイ

ント値を変更した場合、一定範囲を上回った場合、または一定

範囲を下回った場合に、トランザクションを 1回だけトリガで

きます。また、制御ポイントが一定範囲を上回っている間に、

一定間隔(例えば、1 0 s e cごとに1回)でトランザクションを実行す

るように構成することもできます。 3つのオプションすべてに

よって、制御システムはトランザクション実行を制御できます。

外部関数呼出しによって、アプリケーションからトランザク

ションをトリガすることができます。外部関数呼出しは、V i s u a l

B a s i c、P o w e r B u i l d e rなどのシステム開発パッケージから使用でき

ます。例えば、P o s t - I n s e r tデータベーストリガからR S S q lトランザ

クションを実行できます。テーブルにデータを挿入すると、ト

ランザクションが実行され、テーブルの新しいデータを制御シ

ステムに直接渡すように要求されます。 RSSql CDに、C言語と

Visual Basicでこの関数呼出しを使用するサンプロプログラムが

入っています。

完了のオプション

R S S q lでは、トランザクションをデータベースに渡す前の最終

チェックとして、トランザクションの完了前にいくつかの基準

を検査します。通常のオペレーションでは、R S S q lは、レコード

を満たすかまたはストアドプロシージャに渡すために必要なすべ

てのデータを収集した後で、データをデータベースに渡します。

R S S q lでは、以下のように構成できます。

1. 演算式がT r u e(1)に評価されたときに、トランザクションを渡

します。これは、例えば値が範囲内の場合、またはデータポ

イントの値が範囲外の場合に、データをログするために便利

です。

2. トランザクションのデータが変更されたか、またはオーバライ

ド時間制限に達したときに、トランザクションを渡します。こ

れは、ロギングシステムが機能すると共に、タイム･ベース･イ

ベントによってレコードが生成されているときに、データベー

ス内の重複するレコード数を減らすのに便利です。

演算式エディタ

R S S q lの演算式エディタは､テーブルまたはストアドプロシー

ジャに渡す前にデータを処理するための強力なツールです。ここ

では、いくつかの関数を説明します。

Avg()、Min()、Max()、Sum()
これらの関数によって、複数のポイントの集合を操作できす。

これらの関数とData Point Range関数を組み合わせることによっ

て、一定時間にわたって 1つのデータポイントに同じサービス

を提供できます。

R S S q lには、トランザクションを始動および停止する完全なイベントシステ

ムがあります。
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Diff()
この関数は、タイマとカウンタで簡単に使用できます。この

関数は、現在値と以前の値の差を返すと共に、切り上げ/切り

捨て条件も考慮します。

Parse()
この関数によって、 1つのブロックで複数のデータタイプを

渡す制御システムとの相互動作性が向上します。この関数を使

用すると、必要な値を分割して、サポートしているデータタイ

プで返すことができます。

StationOf()、TimeStampOf()、NameOf()
これらの関数は、データが検索されたステーション名、経過

時間、および値の名前などの制御システムのデータポイントに

関する基本的な情報を返します。

算術演算、ビット単位、および論理演算

R S S q lでは、算術演算、ビット単位、および論理演算につい

て豊富な機能を提供しているため、データベース環境に渡す

前に、必要に応じてデータをフィルタおよび操作できます。

ウィザード

R S S q lにはいくつかのウィザードがあり、これを使用して簡単

にシステムをセットアップして構成できます。ウィザードによ

って、ストアドプロシージャの開発、データロギング構成の作

成、データポイントの複製、およびトランザクションの複製を

行なうことができます。

ストアド・プロシージャ・ウィザード

R S S q lエンタープライズコネクタにはストアド・プロシー

ジャ・ウィザードがあり、R S S q lとSQL ServerまたはO r a c l eデータ

ベース間にカスタムの双方向の相互動作を構築できます。この

ウィザードによって、I N S E R T、U P D A T E、およびS E L E C Tステートメン

トなどのストアドプロシージャを構築できます。複数のステー

トメントを作成して、それらを内部変数と条件ステートメント

でリンクすることもできます。

データポイント複製ウィザード

このウィザードによって、異なるコントロールコネクタ、

サーバ、またはトピックを使用する定義済みの制御システム・

データ・ポイントのセットを複製できます。このウィザードは、

複数のコントローラとの接続をすべて同じにセットアップする

ときに非常に便利です。1つのコネクションを設定してから異な

るトピック名を使用してデータポイントを複製するだけで、複

数のコントローラとのリンクを簡単に定義することができます。

データ・ロギング・ウィザード

データ・ロギング・ウィザードによって、データ・ロギング・

アプリケーションを簡単にセットアップできます。このウィザー

ドは、データポイントを定義した後で、ターゲットのデータベー

スのテーブルの作成、R S S q lのエンタープライズコネクタの構成、

データベースにデータをログするためのすべてのトランザクショ

ンの作成などの残りのセットアップ作業のすべてを行ないます。

トランザクション複製ウィザード

このウィザードによって、既存のトランザクションに基づい

て新しいトランザクションを作成できるため、大規模システム

を作成する場合に時間を節約できます。

RSSql構成チェックリスト

R S S q lユーザは、このチェックリストによって R S S q lの構成プ

ロセスを確認できます。このチェックリストには構成に必要な

5つの手順が示され、どの手順が完了しているかがわかります。

ウィザードには、各手順を実行するための、画面に直接リンク

したチェック・リスト・フォーマットがあります。

信頼性

システムフォルトの発生時にデータの統合性が保証されるこ

とは、ミッションクリティカルなトランザクションシステムの

ための必須の要件です。フォルトが1 0 0 %発生しないシステムは

存在しないため、R S S q lではシステムの統合性を保持するための

保護機能を豊富に装備しています。いくつかの保護機能を以下

に説明します。また、すべてのサービスには、コネクションの

損失やトランザクション失敗などのフォルトの通知を、e - m a i lで

知らせる機能があります。

RSSqlのチェックリストは、トランザクションの作成順になっています。
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1.サービスの再コネクション：分散システムでは、残りのシス

テムとのコネクションを失ったR S S q lサービスは、成功するま

でコネクションを再度確立しようとします。

2.トランザクションモデル：R S S q lには、トランザクションの実

際のステータスを制御システムに返す機能があり、フェイル・

セーフ・システムを開発するためのツールがすべてあります。

3.トランザクションキャッシュ：トランザクションマネージャ

と企業のデータベース間のリンクには、 2つのデータ統合性

保持機能があります。その1つであるキャッシュ・ファイル・

オプションを使用してトランザクションをデータベースに書

き込むと、エンタープライズコネクタとのリンクが失われて

もトランザクションが記録できます。リンクが再度確立され

ると、エンタープライズコネクタは、キューに格納されてい

るすべてのトランザクションを自動的に処理して、データ

ベースに渡します。次にエンタープライズコネクタとデータ

ベース間のリンクが失われると、コネクションが再度確立さ

れるまでキャッシュされたトランザクションはキャッシュ

ファイル内で待機します。リアルタイムのトランザクション

データは、完全にフォーマットされた S Q Lステートメントで

ファイルに渡されて、データ・ロード・ツールによってデー

タベースにロードされます。

4.コントロールコネクタのキュー：トランザクションマネージ

ャとの通信が失われると、コントロールコネクタに明示的に送

信されたデータ(非請求メッセージ)は、ローカルのキューに格

納されます。リンクが再度確立されると､キューに格納された

データは、トランザクションマネージャに送られて処理され

ます。トランザクションマネージャがコントロールコネクタ

からスケジュール(ポーリング)されるデータを取得できない

場合は、データポイントのタイムアウトルールによって、代

替データを使用してトランザクションを渡すか、または不十

分なデータによってトランザクションが失敗します。

システム管理、トラブルシューティング、

および自己診断
システムの操作およびトラブルシューティングが簡単である

ことは、システムの効率を向上するための重要な要素です。

RSSqlには、これらの領域をサポートするための機能があります。

中央集中管理および分散処理

RSSql GUIは、ネットワークを介して操作する場合でもRSSqlシ

ステムに単一のインターフェイスポイントを提供します。ユー

ザインターフェイスは、トランザクションの構成、システムの

開始と終了、トラブルシューティングを提供します。また、

R S S q lは、ローカルまたはリモートコンピュータで、 R S B i z W a r e

Enterprise Managerからも管理することができます。

オンライン・トランザクション・モニタ

オンライン・トランザクション・モニタは、すべてのアクテ

ィブなトランザクションのステータスおよびN Tサービスの状態

をリアルタイムで表示します。N Tサービスごとに信号(赤、黄、

緑)アイコンが表示されるため、ネットワークを介した分散シス

テムについてもR S S q lシステムの状態を簡単にチェックできます。

統合ログビュ－ア

統合ログビューアにより、問題点を 1ヶ所でトラブルシュー

ティングできます。重要度とサービスのレベルによってイベン

トをフィルタすることで、問題を簡単に特定できます。

構成検証機能

検証機能を使えば、構成を詳しくトラブルシューティングす

ることにより、ミスのないR S S q l構成を迅速かつ簡単に作成でき

ます。トランザクションのエラー、整合性がない、互換性がな

いといった問題を検出します。

構成レポート機能

レポート機能は、R S S q l構成全体のサマリを生成します。これ

は、システムドキュメンテーションまたはデバッグに便利です。

セキュリティ

R S S q lには、R S S q lの各種機能へのアクセスを制御するための

完全なセキュリティシステムが装備されています。これには、

A d m i n、M o d i f y、およびV i e wという3つのアクセスレベルがあり

ます。A d m i nユーザはすべての R S S q l機能にアクセスできます。

M o d i f yユーザはR S S q l構成を参照/変更できますが、開始/終了は

できません。 V i e wユーザは、構成の参照のみを行なえます。

アクセス権限は、 N Tユーザとグループ名によって構成ごとに

RSSqlのトランザクションモニタは、重要な自己診断情報を提供します。
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個別に割付けることができます。また、 R S S q lを大型

R S B i z W a r eソリューションの一部として実行している場

合には、R S S q lはRSBizWare Security/License Managerもサ

ポートします。

エラーの通知

R S S q lのエラー・ロギング・システムでは、専用のロ

グファイル、N Tイベントログ、またはS M T P互換のe - m a i l

アドレスのいずれかにイベントをログするように構成

できます。重要度レベルごとにログの宛先を設定でき

るため、すべてのイベントを必要に応じて追跡して、

システムフォルトが発生したときのみ e - m a i lで通知を受

け取ることができます。

バックアップおよびリストア

バックアップおよびリストア機能によって、構成を保存用に簡

単にバックアップしたり、開発用装置から製造環境に構成を転送

できます。このユーティリティによって、R S S q l構成ファイルの

必要な情報をすべて1つのバックアップファイルに格納できます。

性能
製造環境におけるR S S q lの性能は、以下を含むさまざまな要因

によって異なります。

・システムのアーキテクチャ

・R S S q lコンポーネントが動作しているコンピュータの台数とク

ラス

・データベースのアーキテクチャ

・ネットワークのアーキテクチャ

・制御システムの性能

・データベースの性能

・RSSqlの構成パラメータ

・トランザクションの数とタイプ

以下の6つのベンチマークは、一定の条件下で R S S q lの性能を

測定するために実施した 3種類のテストの結果です。各テスト

は、2種類のハードウェア構成で実施されました。これらのテ

ストにより、以下の3点が明らかになりました。

・1つのR S S q lは、さまざまな構成で高度な製造レベルのトラン

ザクション動作をサポートできる。

・ハードウェアの処理能力が向上するにつれて、R S S q lの性能レ

ベルも向上する。

・R S S q lシステム環境とアプリケーションによって、性能が非常

に異なる。

データ・ロギング・トランザクション・テスト(1と2)では、プ

ロセスデータをデータベースにログできる速度をデモンスト

レーションします。このテストでは、一方向のトランザクショ

ンのセットを使用して、R S L i n xでD D Eを使用してロックウェル・

オートメーションのP L C - 5 Eからの2 0 0の固有の制御システム･デー

タ･ポイントを読み取ります。各トランザクションは、 1つのレ

コードを2 0 0の値とタイムスタンプを付けてOracle 8.04データベー

スに挿入します。

テスト1では、R S S q lサービスとO r a c l eデータベースがすべて1

台のコンピュータにインストールされています。テスト 2では、

合計6台のコンピュータを使用します。そのうち 5台はP e n t i u m

P r o / 2 6 6コンピュータで、それぞれP L C - 5 Eに接続され、R S L i n xおよ

びR S S q lコントロール・コネクタ・サービスを実行しています。

もう1台はQuad Pentium Pro/200で、RSSqlトランザクションマネー

ジャ、O C Iエンタープライズコネクタ、および O r a c l eデータベー

スが実行しています。この分散構成は、コンピュータ 1台の場

合と比べて9倍の性能を示します。

トランザクション速度テスト(3と4)では､データベースにデータ

を挿入するトランザクションの速度を示します。このテストでは、

D D Eを使用するR S L i n xを介してロックウェル・オートメーション

のP L C - 5 Eから1回に1つの制御システム・データ・ポイントを読み

取る、一方向のトランザクションを使用します。各トランザク

ションは、制御値とR S S q l演算式エディタで算出された3つの値か

ら構成される1つのレコードをSQL Server 7.0データベースに挿入

します。

テスト3では、R S S q lのすべてコンポーネントとSQL Serverデー

タベースを1台のC P Uコンピュータで実行しています。テスト4は、

同じ構成を Dual CPUコンピュータで実行し、テスト 3と比べて

1 6 0 %を超える性能の向上を示しました。

双方向のトランザクションテスト( 5と6)では、データベー

ス・ストアド・プロシージャを呼出すトランザクション速度を

# ベンチマーク アーキテクチャ ハードウェア トランザク データポイント

タイプ ション/1sec /1sec

1 データロギング 1台のコンピュータ Pentium Pro/200 45 9,999

2 データロギング 分散処理、 Quad Pentium 410 82,000
6台のコンピュータ Pro/200

3 トランザクション 1台のコンピュータ PII/400 875 3,500
速度

4 トランザクション 1台のコンピュータ Dual PII/450 2,300 9,200
速度

5 双方向 1台のコンピュータ Dual PII/450 30 120
(入力/出力)

6 双方向 分散処理、 Dual PII/450 150 600
(入力/出力) 6台のコンピュータ
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示しています。このテストでは、双方向のトランザクションの

セットを使用して、以下を行ないます。

(1)PLC-5Eから制御システムのデータポイントを読み取る。

(2)RSSql演算式エディタで3つの値を計算する。

(3)デーベースで、これら4つの値をテーブルに挿入してから2番

目のテーブルから値を選択して返すストアドプロシージャを

実行する。

(4)この返された値をPLC-5Eの特定データポイントに書き込む。

テスト 5では、すべての R S S q lコンポーネントおよびデータ

ベースが 1台のコンピュータで実行しています。テスト 6では、

合計で6台のコンピュータを使用します。そのうち 5台はP I I / 2 6 6

コンピュータで、それぞれP L C - 5 Eに接続され、R S L i n xおよびR S S q l

コントロールコネクタサービスが実行しています。もう 1台は

Dual PII/450で、R S S q lトランザクションマネージャ、O C Iエンター

プライズコネクタ、およびO r a c l eデータベースが実行しています。

この分散構成は、コンピュータ1台の場合と比べて 5倍の性能を

示します。

オンラインドキュメント
RSSql CD-ROMには、総合的な『Getting Results Guide』､詳細な

オンラインへルプ、オンラインチュートリアル、およびサンプ

ルプロジェクトが入っています。

関連資料
R S S q lの資料およびR S S q lの関連資料は、 Automation Bookstore

から入手可能です。

・RSSql Product Focus(9398-SQLPF-JUL00)

・RSBizWare brochure(9398-BWPF-JUL00)

・RSSql Demo CD(9398-SQLDEMO)

・RSSqlアプリケーションプロフィール：

・BMW(9398-BMWAP-07.01.99)

・Copper Refineries Limited(9398-CRLAP-06.01.99)

・OEA Inc.(9398-OEAAP-07.15.99)

・Nosler Incorporated(9398-NSLRAP-JUL00)

・Twinsburg Mfg. Plant(電子的にのみ入手可能)

システム要件(最小)
・2 0 0 M H zでP e n t i u mまたは互換プロセッサを搭載したパーソナ

ルコンピュータ(PC)

・Microsoft Windows NT(Ver. 4.0以降)

・128MBのRAM

・3 5 M Bのハードディスクの空き容量(多くのアプリケーションで

は、さらに必要です。)

・C D - R O Mドライブおよび3 . 5インチ・フロッピーディスク・ド

ライブ (ソフトウェアのインストール用)

・TCP/IPサービス

RSSqlパッケージオプション

ロックウェル・ソフトウェアでは、R S S q lの購入時に幅広いオ

プションを提供しています。 R S S q lを1台のコンピュータまたは

ネットワークを介する分散環境で実行する場合にも、ほとんど

変更せずに移行できます。

・RSSql Professional：このバージョンは、ネットワークを介し

た分散処理をサポートしています。トランザクションマネー

ジャは1インスタンスに制限されますが、コントロールコネク

タと企業コネクタには制限はありません。

・タグ制限：6種類の制御システムの I / Oタグ( 150; 300; 1,500;

5,000; 32,000; および7 0 , 0 0 0タグ)から選択します。プロジェク

トを再構成することなく、いつでもタグ制限をアップグレー

ドできます。

ロックウェル・ソフトウェアでは、R S S q lソフトウェアはC D - R O M

でのみ提供しています。ここに記載されている情報はRSSql Ver.

3 . 0に基づいており、仕様は予告なく変更されることがあります。

カタログ番号
9356-PRO2100 RSSql Professionalバージョン(150タグ制限)

9356-PRO2200 RSSql Professionalバージョン(300タグ制限)

9356-PRO2300 RSSql Professionalバージョン(1,500タグ制限)

9356-PRO2350 RSSql Professionalバージョン(5,000タグ制限)

9356-PRO2450 RSSql Professionalバージョン(32,000タグ制限)

9356-PRO2500 RSSql Professionalバージョン(70,000タグ制限)

お問い合わせ先
R S B i z W a r eについては、以下のW e bサイトにアクセスしてください。

www.rsbizware.com
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